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琉球銀行－則和と提携し台日企業の発展を支援 

■陳昌博 

 則和企業管理顧問有限公司 董事長畠中則和氏はこう語る。「人口、企業数、就業チ

ャンスの減少は日本の地方社会構造に大きな変化をもたらしている。加えて海外からの

安い輸入製品と日本製品の競争が日増しに激化し、日本の地方銀行の経営はますます厳

しい局面を迎え、銀行数の減少や同業との吸収合併などの事態を招いている。そのため

各銀行は生き残りをかけて苦慮している。従来の顧客訪問という方法では利益に限界が

あるため、如何に顧客に代わってビジネスを探し出せるかを更に積極的に考える必要が

ある。沖縄県最大規模の琉球銀行は積極的に変化を遂げている日本の地方銀行のひとつ

である。」 



  

これらの背景のもと、沖縄県内企業の台湾市場開拓や台湾企業との業務提携の支援を

強化するため、琉球銀行は台湾での企業間提携支援で豊富な実績をもつ則和（Sokuwa）

と正式に業務提携を結んだ。畠中董事長は「日本の地方銀行の顧客の海外業務に対する

支援は、以前から海外の銀行間との提携協議契約を通じて行なわれているが、このやり

方では作業が煩雑で時間がかかるにもかかわらず、双方の企業の多くがタイムリーに互

いの市場を開拓することが出来ない。」という。 

 琉球銀行と Sokuwa の連携では主に以下に重点をおく。 

・台湾企業に対し最新の沖縄ビジネスチャンスや投資情報を提供する 

・沖縄企業に対し最新の台湾ビジネス連携情報の提供や Sokuwa の台湾現地支援サー

ビス（日本企業が希望した場合） 

・琉球銀行と Sokuwa それぞれによる沖縄企業と台湾企業へのアフターフォローとフ

ォローアップサービス 

 

 則和企業管理顧問有限公司（Sokuwa）は 2004 年に創業、台日の経済連携の架け橋

をモットーに、台湾と日本にそれぞれ拠点を置きながら台日間の業務連携支援を行い、

現在約３０の案件に携わっている。日本企業の台湾市場進出支援業務を主軸とし、日本

の地方自治体の台湾向け産品 PR やビジネスマッチング、観光誘致時の実務支援、台湾

企業の日本市場開拓や輸出入貿易支援を行っている。 

 


